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課題提出 50%

課題完成度 20%
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平常点 10%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

日本工学院専門学校 2019年度 WEBデザイン実習2D

科目基礎情報

WEBクリエイター科 後期

学習目的

HTML、CSS、Javascript（基本）を学び、それらをどのように使うのか自分自身で調べる力をつけることと、Dreamweverやテキストエディタでの

WEBサイト作成力をつけることを目的とします。

また、それらの知識や制作能力を身につけることで、WEBデザイン技能検定3級の筆記試験での合格を目指します。

到達目標

WEBデザイナーの職務に含まれる、コーディングの知識を学ぶことで

①シンプルなPCとスマートフォンサイトの作成ができる

②WEBデザイン技能検定の筆記試験に合格する（ただし合格の有無は成績には関係ありません）

以上2点を目標とします。

1年次 必修 60時間

２単位 実習

WEBデザイン技能検定3級テキスト、その他参考資料は授業配布

担当教員情報

大石　直美 実務経験の有無・職種 有・WEBディレクター/フロントエンジニア

教育方法等

WEBサイトを、HTML、CSS、Javascriptで制作します。

作成ツールはDreamweverを基本とし、慣れてきたらテキストエディタを使用し、制作ツールの使い方を覚えます。

また、WEBデザイン技能検定の試験対策も行います。

HTMLの書き方とファイルの作成 テーブル・入力フォーム・リンクタグを理解する

評

価

方

法

備　　考

課題提出

提出の完成度

授業姿勢

PCを持っている方は持ち込み可。制作がメインの授業です。

バージョンが変わると追加・廃止があるHTMLやCSSは、すべてのタグ、スタイルシートを暗記することは難しいため、覚えられなかった

タグやスタイルシートの設定は「自身で調べ、解決する」ことが必須です。調べる作業を行わないと、課題の完成は難しくなります。

授業計画（１回～１５回）　1回（   ４   ）時間　※45分を1時間とする

授業内容 各回の到達目標

HTMLの書き方とファイルの作成 よくあるタグ、セマンティック・ウェブについて、属性で書くスタイルシートを理解する

HTM＋CSSを使ったページの作成 CSSファイルの書き方、よく使うスタイルシートについて理解する

HTM＋CSSを使ったページの作成 CSSファイルの書き方、よく使うスタイルシートについて（入力フォーム関連）について理解する

HTM＋CSSを使ったページの作成 CSSファイルの書き方、よく使うスタイルシートについて理解する

HTM＋CSSを使ったページの作成 CSS＋HTMLでレイアウトを考慮したページを作成する

HTM＋CSSを使ったページの作成 CSS＋HTMLでレイアウトを考慮したページを作成する

HTM＋CSSを使ったページの作成 簡単なJavascriptを使って、ページを作成する

HTM＋CSSを使ったページの作成 スマートフォンサイト、レスポンシブサイトについて理解する

WEBデザイン技能検定対策 過去問題の実施

HTM＋CSSを使ったページの作成 スマートフォンサイト、レスポンシブサイトを作成する

WEBデザイン技能検定対策 過去問題の実施

WEBデザイン技能検定対策 過去問題の実施

HTM＋CSSを使ったページの作成 スマートフォンサイト、レスポンシブサイトを作成する

HTM＋CSSを使ったページの作成 スマートフォンサイト、レスポンシブサイトを作成する




